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	初夏の風が心地よい季節となりました。とは言え、この心地よさも束の間、あっと言う間に鬱陶しい梅雨の到来ですね。必然的に日照時間が少なくなり、ストレスを感じやすくもなりますので、気分転換を都度行いながら、乗り切って参りましょう。OURS館山では室内でも出来る体育ローテーションや運動遊び、この時期ならではの環境教育をふんだんに行い、子ども達の心と体のバランスを整えながら、活動を展開して参ります。�６月から、園では個別面談が始まります。新しい環境での生活が始まり、二か月。ご家庭と園とで子どもの成長の姿を確認し合い、情報交換を図る中で、今後の方向性について共有していく場です。一時預かりにおいても、何かありましたら、お気軽にご相談下さい。時期や面談に限らず、家庭と園が、双方の考えを知り、理解し、共通認識を持って子どもに関わる事で、子ども達は成長の最善の利益を、大きく得る事が出来ます。人と話をしなくても「答えっぽさ」が見つかる昨今ですが、どうぞ、共に考える過程を共有させて下さい。その過程があるからこそ、私達なりの答えが見つかるはずです。

